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弘化
・
嘉
永
・
安
政
期
に
聯
府
が
設
置
し
て
い
た
海
防
掛
は
、
鎖
国から
開
港
へ
激
変
す
る
緊
急
事
態
へ
の
対
応
体
制
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
それは
、
老
中
を
首
班
と
し
、
若
年
寄
、
大
小
目
付
と
勘
定
奉
行
・
同吟味
役など、当時の有司中の俊英を選んで任命し、外交・海防一体の
政
策
決
定
・
推
進
を
は
か
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ところで、この海防掛体制期は、弘化二年から十二ヵ年にわた
るが、嘉永六・七年の．ヘリ１来航・和親条約締結を境として、前
・
後
の
二
期
に
区
分
で
き
る
。
前
期
の
弘
化
・
嘉
永
期
で
は
、
江
戸
湾
を
中
心とする近海防備の充実・補強が急務であったが、後期の安政期
には、開国後の新情勢に対応する、より積極的な改革政策が軍事
改
革
、
蝦
夷
地
開
発
、
経
済
改
革
の
三
面
に
わ
た
っ
て
推
進
さ
れ
た
の
で
あ
（１）
る。さて、海防掛に関する研究史上の業績としては、早く福地源一
郎『幕末政治家』（明三三）中の「幕末の有司」は、海防掛↓外
法政史学第三十一一一号
は
じ
め
に
安
政
期
海
防
掛
の
制
度
史
的
考
察
ｌ
『
乙
骨
耐
軒
文
書
』
と
の
関
連
と
し
て
Ｉ
国応接掛↓外国奉行の系列における官僚形成過程に着目してい
（２）
るが、田保橘潔『墹訂近代日本外国関係史』（昭一八）、石井孝
『墹雫制明治維新の国際的環境』（昭四八）・『日本開国史』（昭四
七）は国際関係史の中でその外交活動をとらえており、笹原一見
（３）
・川粭健戚の論考は海防掛の中核をなした目付海防掛の活動を特
に
海
防
の
側
面
か
ら
と
ら
え
て
お
る
。
以上のうち、笹原・丹治両氏のぱあいは、海防掛に関する単行
の研究として注目されるが、なお目付海防掛の役割と目付一般の
役割との区別が不明確のままで叙述しており、総じて海防掛の組
織・機構け職務権限などの全体的考察は今日まで十分になされて
お
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本柵は、その点に鑑永、特に安政期を中心として海防掛につい
て、制度史的な立場から全体的考察を試承るものである。筆者は
編沢屋諭吉生成の前史として、海防掛から外国方への官制・官僚
。
。
。
Ｃ
Ｏ
。
＊
発達史を追求している過程で、監察局海防掛の徒目付を安政二年
四月十六日から同五年十月十六日まで勤めた耐軒・乙骨彦四郎の
長
尾
政
憲 四
一
一
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さ
て
、
安
政
期
の
海
防
掛
を
考
察
す
る
に
は
、
元
年
六
月
、
老
中
首
座
阿
部
正
弘
が
幕
政
参
与
徳
川
斉
昭
に
送
っ
た
意
見
書
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
始
（５）
めるのが効率的である。これは三七ケ条にわたる長文のもので、
未
文
に
「
前
文
心
付
の
巌
を
差
支
候
事
之
あ
る
べ
く
や
と
は
存
候
へ
共
、
先
夫々取調見たきものと存候、存外役含には宜しき考も之あるべく
や
と
も
存
候
。
同
列
共
に
は
一
同
談
合
、
外
に
考
も
御
座
な
く
、
去
り
な
がら未弥評議詰り候儀には御座なく候」と付言しているように、
政
事
改
革
に
先
だ
つ
調
査
。
構
想
の
段
階
で
あ
る
に
し
て
も
、
阿
部
幕
閣
が
、
四
月
十
日
、
米
国
に
対
す
る
処
置
に
つ
き
責
任
を
と
り
辞
表
呈
出
し
た
が
、
聴
許
さ
れ
ず
、
再
出
発
す
る
に
あ
た
り
施
政
方
針
を
整
備
す
る
も
の
と
し
て
、
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
同
列
の
老
中
に
は
大
し
た
考
え
も
残
し
た
聯
し
い
文
書
を
、
故
豊
田
武
博
士
の
ご
案
内
で
借
覧
す
る
機
会
を
得
た
。
こ
の
『
乙
骨
耐
粁
文
書
』
中
の
海
防
掛
関
係
史
料
は
、
海
防
掛
目
付
に
対
し
て
、
老
中
・
若
年
寄
か
ら
下
付
し
た
「
評
議
物
」
や
、
目
付
か
ら
の
「建白」の控や草案の下書・浄書などからなっている。筆者は、
（４）
それを整理して、さきに目録（第一）に三五通を収録し、今回新
発見の追加分として目録（第二）に五一一一通を収録した。しかし、
この文書目録の掲載は紙数の制約で別稿に譲り、本稿では適血、
そ
の
中
か
ら
引
用
し
て
、
主
題
の
解
明
に
資
す
る
こ
と
と
し
た
い
。
。
。
。
。
。
。
＊
一
」
の
文
書
中
に
「
監
察
局
海
防
掛
、
北
陸
建
議
」
が
あ
り
、
海
防
掛
目
付
の
機
関
名
と
し
て
の
呼
称
に
使
用
し
て
い
る
の
に
よ
っ
た
。
後
文
に
関
係
す
る
の
で
予
め
記
し
て
お
く
。
安
政
期
海
防
掛
の
制
度
史
的
考
察
（
長
尾
）
一
、
阿
部
正
弘
意
見
書
と
安
政
期
の
海
防
掛
体
制
な
い
が
、
「
役
を
」
に
は
よ
い
考
え
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
ある。さて、そこでは、「○印、取計方一一寄り御威光ヲ相減候儀一一至
り可中間、厚取洲候事ト存候事」としては、諸家からの「常例献
上物幾年之分三分ノニヲ相減候事」、「朔望一一十八日御役人之外
登城御免間席を友一一テ割合登城之事」をあげておる。「△印、当
時取調中、凡触案相出来申侯事」とすでに実施準備段階にあるも
のとしては、諸大名や旗本の「年始之外、御府内通行」のさいの
「供連人数格別一一相減候事」と、「十万石以上、並老若、且諸席
四
品
已
上
之
外
」
は
御
府
内
通
行
は
馬
上
と
す
べ
き
事
、
但
年
始
は
従
来
ど
おり、というがある。これらはいずれも虚礼廃止、諸事節約によ
り
迦
事
力
墹
強
に
励
ま
す
こ
と
を
目
ざ
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
ま
だ
印
を
付
し
て
い
な
い
項
目
中
に
あ
る
大
奥
向
婦
人
の
人
減
ら
し
や
、
小
姓
小納戸中奥小姓など三分の一を減じ「武官へ御編込之事」、「非常
之
節
、
町
方
人
歩
差
出
方
」
の
旱
を
取
調
べ
、
「
御
持
弓
組
御
先
手
御
弓
組
共外諸組を必鉄砲稽古兼可申事」や「文武学校御府内ニテニ一一一箇
所
有
之
度
、
几
又
操
練
場
モ
同
様
」
な
ど
と
と
も
に
、
来
た
る
べ
き
安
政
軍
制改革の構想に直接つながるものである。
こ
の
よ
う
な
軍
事
・
海
防
に
関
す
る
も
の
と
し
て
は
、
こ
の
ほ
か
に
、
直
桜江Ｆ防衛に関するものに、「品川駅御取払方評議イソギ相定度
候事」があり、これには×印を付して「評論モ尺シ有之、取払一一
無之相済、御台場ノ出来万一一テ駅場モ囲一一相成候趣」と説明があ
る。この御台場については、次の項に「五番六番之御台場少シモ
鼎ク出来候様致度事」とあり、外国使節と「応接之者、異船江戸
四
一
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へ可能出旨申一一ハイッモ窮シ侯、異船之方ニテモ江戸へ行ト申セ
ハ困ト存、兎角夫ヲ以威シ候由」であるので、「江戸へ来候テモ
不
苦
卜
申
様
、
江
戸
海
ノ
固
メ
早
々
相
整
置
度
侯
」
と
述
ぺ
て
お
る
。
こ
の
項は、外国使節の江戸出府をやむをえざるものと阿部が肯定して
いる点で、注目をひく。（なお、『続徳川実紀』によると、四老
中、三若年寄、一一側衆以下、海防掛有司が、台場見分を五月一一一日
に実施している）
つづく一一一項目は、異国船発見の報告を「最寄諸家ヨリ銘と届
出る無益之費をなくするため「最寄申合セ｜筒所ヨリ届」けるこ
と、異船滞船の場所へ応援に出る者は、「日記」を差出すこと、
異船江戸海へ乗入れたさいの警備のため、「在府ノ大名並御旗本
ヲ
組
合
セ
」
水
峠
軍
制
を
定
め
年
番
を
申
し
つ
け
る
こ
と
、
を
記
し
て
お
る。そのほか、隅田川の川上、一円田あたりに御囲米の土蔵を建てた
い。また、町人の持合米が深川に多く貯蔵されており「自然時節
之為不庇」るゆえに場所替えをさせたいとしておるのは、万一の
ときに倣えての食枇確保をはかるもので、「関八州二在所有之大
名
」
へ
「
家
中
可
成
丈
ヶ
妻
子
在
所
住
居
為
致
候
様
相
触
度
」
の
項
や
、
放
本・陪臣の馬乗方を軍用有益之乗方に改めたいとするのも、いず
れも危急に備える方策である。
と
こ
ろ
で
、
右
の
よ
う
な
外
圧
に
対
す
る
応
急
の
防
御
対
策
は
、
江
戸
近
辺に限られるものではなかった。とりわけ、
一、箱館奉行取調之事
『蝦夷之儀如何致シテ可然哉、海防懸り其外へ見込御尋之事
法政史学第三十一一一号
の二項目は、北辺の海防・外交・開発を担当する箱館奉行再置の
構想にかかわるもので、それが、海防掛に先議を命ぜられること
は注目しておかねばならない。これについては、別項として、江
戸並近辺之遊民取締方取調度事として、これら遊民を蝦夷へ過し
新
田
を
開
か
せ
る
べ
き
か
取
調
べ
た
い
、
と
し
て
お
る
。
この意見書は、そのほか、諸種の武家借用金の返済方の年延べ
のことや、助郷村の負担軽減をはかり、そのために二条・大坂御
番三年交代案や、日光御門主が一年に三度往返するのを減少する
マ
マ
案や、さらに大井・安部・興津・酒匂の諸川架橋案などもあげて
おり、幕府が永年慣習的に制度化したものの改廃を大胆に実施す
る目論見を掲げている。
以上にあげた改革意見は、阿部正弘個人の発想ではなく、前述
の
「
役
戈
」
、
お
そ
ら
く
海
防
掛
を
中
核
と
す
る
阿
部
の
ブ
レ
ー
ン
の
意
見
を事前にも吸収して成案化したものであろうが、阿部はその経験
にもとづいて、次のごとく海防政策策定のスタフとブレーンの組
織
を
制
度
化
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
。
。
。
。
。
。
－、評定所ト申モノ有之如ク、名目〈何ト名付侯共、別二海防局
。
。
。
ヲ一箇所取建侯テ、海防懸之面戈、月を十二度位、日ヲ定〆寄
。
。
。
ｏ
合、差向候儀無之候共、種を討論研究致度事、但右定日之内退
出ヨリ不意二同列（老中）・若年寄等差越候様致度侯、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
ｌ、杉田成卿・箕作院甫杯、天文（口へ出役致シ候類二倣上、前文
○
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
海防局二附属候一局ヲ構へ、当時諸藩ノ陪臣ニープ、学論有之、
外国事情一一通シ候儒者・蘭学者・兵家者・砲術家等出役被仰
付、足モ月々十二度位罷出侯テ、海防懸リョリ、右之者打寄居
四
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候処へ、色を評議ヲ下ヶ、議論為詰候様致シ度候事、但シ機密
之儀〈、陪臣共へ不申聞候得共、少をシ、彼ヨリ推察致シ候位
之儀々懸念不致、衆智ヲ集〆度事
とある（傍点筆者、以下同じ。）。
これは、さきに列挙した改革事項とは異質の行政改革論であっ
て、幕閣の制度じたいの改変に属する海防局ならびに付属の公議
所新設案である。そこでは海防懸が行政・司法の最高評議機関た
る評定所とならぶ海防・外交専門の「討論研究」機関として位置
づけられ、さらに海防掛のもとに専門の知識・技術をもつ陪臣を
出役として集めてプレーン化しようとしているのである。
右の阿部の改薑革構想は「同列」中の松平乗全・松平忠固等反対
（６）
派を安政二年八月罷免することにより著しく進捗した。現実に
は、講武所の設置、長崎海噸伝習の開始など洋式軍制の採用、蕃
書調所創設による沖学機関の制度化など、海防局ｌ公議所構想に
沿いつつ、それに代わる具体的、個別的施策がつぎつぎに行なわ
（７）
れた。安政二年四月十六日付の乙骨彦四郎ら徒目付一一名の任命もそ
うした実際的、現実的な海防掛の強化方針からなされたと思われ
る。ところで、彦四郎の「緋を見込之義申上候覚書」なる長文の処
（８）
白書は、安政二年当時の目付一○人、徒目付四○人の定員中で、
海防掛目付五人に対し同徒目付七人（組頭一を含む）という不均
衡な状態を指摘して、「本掛り」二名増のほかに「仮掛り」四人、
計海防徒目付一一一一人の現実的増員案を提示し、さらに抜本的案と
安政期海防掛の制度史的考察（長尾）
（ｑ〕）ＣＯ
して目付定員一○に対し、徒目付定員一○○とし、それを「当番
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
方御用方大凡六十人、御用所同海防二而四十人程之割合」に配分
すれば「諸御用弁十分宜敷」と述べている。
これをゑても、徒目付が目付の属僚としての実務担当兼書記担
当者としてこの段階で仕事量が増加していることがわかる。ち
な承にこの建白は、前段の現実的な増員案以下の線で具体化され
たようである（後文参照）。
なお、彦四郎は、右の抜本的増員案が実現すれば、「多人数諸
ママ
所被差遣」てｊも差支えがなくなるから、「遠国内湧、巡視探鑿御用」
を命じられたい、と言い、「京師大阪はじめ南海東海、或述奥羽
佐渡海岸向キ」「追而と中国九州采迄相廻り可申」、探鑿の内容と
しては「天下郡国山川道岨之次第、用兵要害之形勢古今之沿革、
御料私領平断・向背・入会之荒増、府邑城市寺社駅亭港泊迄、場
ママ
所交々財利之通屈・栄伜・充実之情状等」をあげ、「巨細流通。／
弁へ居り不申候而と、何事も題セハ臆度而已一一候而、折に触れ実
際的当之議論見極も出来かね候道理」と、適切な議論は実情把握
の上に成りたつｊものとして、徒目付が目付の耳目となって全国情
勢の調査を担当することを進言している。これは徒目付職務に固
有の遠国出役や探偵任務の飛躍的な拡大を意味するものでさす
がの阿部幕閣としても実施はできなかったのであろう。
この彦四郎の「覚書」は上司たる海防掛目付に提出されたもの
であろうが、安政二年段階での海防掛内部の意向を表明する一史
料として、また同時に阿部正弘意見書にふられた改革構想を実務
担当者の「支配向」クラスがどううけとめているかを探りうるも
四五
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のとして、ゑてもよかろうと思われる。
なお、一徒目付身分としては破格と承られる建議を彦四郎はそ
の他にもなしているが、当時の監察局海防掛は、そのような積極
（、）
的
建
議
を
可
能
と
す
る
雰
酬
気
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
二
、
安
政
期
海
防
掛
の
組
織
と
職
制
第一節において、老中阿部正弘が抱いた海防掛の海防局への制
度化構想と、それが海防掛徒目付増員に結果した一側面をふたの
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
改
め
て
海
防
掛
の
組
織
と
職
制
を
総
括
し
て
ふ
る
こ
と
とする。
１
、
海
防
掛
の
組
織
・
人
員
（ｕ）
海
防
掛
ｌ
海
岸
防
興
取
扱
者
は
寛
政
四
年
十
一
月
が
初
現
で
、
天
保
期
に
は
真
田
幸
賀
・
土
井
利
位
の
老
中
が
任
じ
ら
れ
た
が
、
本
格
的
に
組
織
が
で
き
た
の
は
、
阿
部
正
弘
の
聯
関
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
弘
化
二年七月一日、老中の阿部と牧野忠雅、若年寄大岡忠固・本多忠
（皿）
徳が「海岸防禦の事奉はり談合取りはからふくし」と命ぜられ、
つづいて大目付以下の諸有司や支配向が海防掛に任ぜられて、海
防・外交の政策立案と実施の推進力になりうる組織が成立したの
である。
しかし、海防掛全体の組織・人員を把握しうるのは、弘化三年
（Ⅲ）
秋
と
推
定
さ
れ
る
『
弘
化
雑
記
』
一
二
の
記
事
し
か
管
見
に
ふ
れ
な
い
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
当
時
の
海
防
掛
の
組
織
は
、
老
中
二
、
若
年
寄
二
、
寺
社奉行一（久世広間）、大目付一（深谷盛房）、西丸留守居（筒井
政憲）、勘定奉行二、目付二、勘定吟味役一一、同組頭四、勘定五、
法
政
史
学
第
一
一
一
十
三
号
吟味方改役並二、徒目付二、小人目付六、奥右筆組頭一、奥右筆
二の一一一一一一人から成っている。
（ｕ）
その後、嘉永六年十二月廿九日、老中四人に増員して月番制、
（肥）
安政元年正月十二日、若年寄三人、月番制、つづいて八月十一日
（肥）
「老中、若年寄一同二申合取扱」月番制と、幕閣上層部の全体責
任体制に拡大していった。
これに対応して、大・小目付、勘定奉行・勘定吟味役以下の人
員も墹加していった。こうした変化について嘉永期と対比して安
政期人員をふると、以下のようである。
｜、大目付・留守居クラスでは、深谷艦房が弘化元ｌ嘉永七年と
長く勤め、土岐頼旨は、弘化一丁一一一年と短い（のち再任）が、
筒井政憲が嘉永元年以来、西丸留守居１大目付として、さらに
棺奉行に転じた安政四年も引続き海防掛是迄之通と達せられた
（Ⅳ）
ごとく、このクラスの長老的人物であった。これに加えて、嘉
永四年ｌ安政三年、嘉永五年ｌ安政五年には留守居１大目付の
跡部艮弼と土岐頼旨が、それぞれ任ぜられ、嘉永六年ｌ安政二
年には浦賀奉行前歴の井戸弘道が任じられている。
これを要約すると、弘化期の二人から始まり、嘉永期の後半
で四人であった。安政期には元年に深谷艦房、二年に井戸弘道
が退くが、三年に浦賀奉行前歴の伊沢政義、四年に町奉行前歴
の池田頼方がそのあとを継いでおり、一一一年以後は三人制となっ
ている。
二、寺社奉行は久世広周が、任じられておるだけで、後任はなく
特例的である。（ただし寺社奉行は後述するように「評定所一
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座」として重要事項に参画している）
三
、
勘
定
奉
行
は
弘
化
ｌ
安
政
前
半
期
は
石
河
政
平
・
松
平
近
直
の
二
人
で
（旧）
あ
っ
た
が
、
俊
英
の
川
路
聖
謨
が
嘉
永
五
年
加
わ
っ
て
三
人
と
な
り
、
以
後安政四年松平が退くと土岐朝昌が代わっており、安政期は三
人で通している。
四、勘定吟味役も、ほぼ同数で、弘化期は二人、嘉永期三人、安
（旧）
政期もほぼ三人で通している。
五、目付は、弘化ｌ嘉永期ほぼ四人、安政期は初五人、同三年以
降六人であった。
さ
て
、
次
は
上
記
の
海
防
掛
有
刺
の
属
僚
た
る
支
配
向
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
徒
目
付
に
つ
い
て
は
『
乙
骨
文
書
』
に
よ
っ
て
安
政
期
の
具
体
的
人
名
（釦）
が
判
明
す
る
が
、
他
は
未
だ
つ
か
め
な
い
。
そ
れ
で
『
弘
化
雑
記
』
を
も
と
（皿）
に
海
防
掛
の
組
織
を
老
追
え
て
ふ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
（
）
内
は
属
僚
、
Ａ
Ｖ
は
有
司
ク
ラ
ス
の
詰
所
。
Ａ
老
中
・
若
年
寄
（
奥
右
飛
組
頭
・
奥
右
筆
）
八用部屋Ｖ八同下の間Ｖ・…・・…八奥右筆部屋Ｖ
Ｂ
大
目
付
・
目
付
（
徒
目
付
・
小
人
目
付
）
八
目
付
部
屋
Ｖ
：
…
…
人
目
付
方
御
用
所
Ｖ
Ｃ
勘
定
奉
行
（
勘
定
組
頭
・
勘
定
）
勘定吟味役（吟味方改役並）
八
勘
定
所
Ｖ
…
…
…
八
御
殿
勘
定
方
中
之
間
ｖ
なお
、
『
幕
末
外
国
関
係
文
書
』
等
の
用
例
で
は
、
「
海
防
掛
一
座」と
いう言い方を使って、海防掛全体へ下問して評議させているぱあ
い
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
さ
い
は
、
Ｂ
・
Ｃ
を
包
括
す
る
狭
義
の
海
防
掛
を
安
政
期
海
防
掛
の
制
度
史
的
考
察
（
長
尾
）
指
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
Ｂ
と
Ｃ
の
規
模
は
、
『
弘
化
雑
記
』
の
人
員
数で比べてふると、有司クラスでは、Ｂ四、Ｃ一一一であり、支配向
ク
ラ
ス
で
Ｂ
八
、
Ｃ
七
と
ほ
ぼ
同
数
と
な
っ
て
お
り
、
監
察
方
と
勘
定
方
の
機
能
を
均
衡
に
活
用
す
る
建
前
が
人
員
構
成
の
上
か
ら
ふ
ら
れ
る
の
で
あ
る。２
．
海
防
掛
の
職
務
・
権
限
Ｉ
評
議
機
能
の
而
が
ん
ら
い
海
防
掛
所
管
の
「
海
岸
防
禦
筋
之
御
用
向
」
、
な
い
し
「
海
防
の御用」の内容には狭義と広義とがあったようである。
（趾）
ところで、『通航一覧続輯』は正編が文政八年の打払令公布で
止
め
た
あ
と
を
う
け
て
、
そ
れ
以
後
の
外
交
交
渉
処
理
の
関
係
史
料
を
ほ
ぼ
国
別
に
集
録
し
、
「
付
録
」
と
し
て
海
防
に
関
す
る
記
録
を
内
容
別
に
と
り
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
「
付
録
」
は
、
総
括
、
異
国
船
扱
方
、
御
備
場
（
長
崎
、
松
前
弁
蝦
夷
、
相
模
国
丼
浦
賀
、
安
房
、
上
総
、
伊
豆
国
下
田
、
羽
田
付
大
森
・
本
牧
、
内
海
、
佐
渡
国
、
越
後
国
新
潟
）
、
巡
視
、
官
船
井
修
補
、
稽
古
井
丁
打場、稽古付角場、鋳立付修補、調練、調練船打の内容をなし、
Ｃ
Ｏ
狭義の海防、すなわち海洋防禦の軍事的側面の事項をくわしく表
わしておる。そして、これら幕府が実施した軍事的諸施雛は、外
交交渉との対応として臨機に行なわれた緊急的なものに限られて
い
る
。
そ
こ
か
ら
進
ん
で
、
さ
ら
に
献
極
的
な
軍
制
改
革
そ
の
他
の
改
革
政
策が策定されるのであるが、この『続輯』の「付録」ではその部
（躯）
而
に
は
ほ
と
ん
ど
及
ん
で
い
な
い
。
これに反し、『乙骨耐軒文書』によれば、安政期の監察局海防
○
Ｃ
Ｏ
掛が所管した事務内容は、広義の海防御用にわたっており、その
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中に、外交や蝦夷地経営、噸事改革その他の改革政策面が包含さ
（型）
れていたことがよくわかる。
さ
て
、
安
政
期
の
海
防
掛
は
、
こ
れ
ら
多
岐
に
わ
た
る
「
海
防
」
御
用
を
ど
の
よ
う
に
こ
な
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
ず
評
議
機
能
に
つ
い
て
『幕末外国関係文書』所収の諸記録を中心に、『乙骨耐軒文書』
を
と
り
あ
わ
せ
て
検
討
し
て
み
る
と
、
下
問
・
答
申
に
関
し
て
次
の
よ
う
な
幾つかのタイプがあることがわかる。
一
、
老
中
か
ら
下
問
す
る
ば
あ
い
の
相
手
に
つ
い
て
弘化二年七月の老中・若年寄へ海防掛を任命した書付には、
海
岸
防
禦
筋
之
御
用
向
、
向
後
伊
勢
守
・
備
前
守
隔
月
に
心
得
取
扱
候
０
Ｃ
Ｏ
ｏ
間
、
向
々
諸
伺
諸
届
等
共
心
得
に
て
薙
出
可
申
候
と
し
、
若
年
寄
之
儀
も
本
文
に
准
ず
る
と
あ
り
、
そ
の
後
、
「
御
用
向
近
来
多
端
相
成
候
ニ
付
」
墹
員
さ
れ
た
さ
い
も
、
「
諸
伺
・
諸
届
」
差
出
の
宛
先
で
あ
る
こ
と
が
い
つ
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
海
防
掛
老
中
・
若
年
寄
に
と
っ
て、その職務の第一はこれら「諸伺・諸届」の決裁にあったわけ
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
そ
の
処
理
は
、
狭
義
の
海
防
掛
た
る
海
防
掛
有
司
屑
の評議・上申をまって決裁されたのである。
しかし、その案件の内容によって海防掛単独でなく、評定所一
座
・
大
小
目
付
、
さ
ら
に
は
浦
賀
・
長
崎
・
箱
館
・
下
田
奉
行
な
ど
の
実
務
担当者等を加えた襖数の機関に下問している場合が少なくない。
（妬）
な
お
、
筒
井
政
憲
は
別
格
扱
い
で
下
問
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
したがって、純粋の外交事務や海外情報などのぱめ軌は、右の
うち大小目付を下問先からはずしている場合も見られる。
ま
た
、
案
件
に
よ
っ
て
は
、
狭
義
の
海
防
掛
の
構
成
要
素
た
る
大
・
小
目
法政史学第一一一十三号
付と勘定奉行・同吟味役とに二分して下問している。すなわち、
評定所・大目付・海防掛大小目付に下問する例として京都警衛向
の
件
（
１
．
ｕ
・
田
。
八
ｌ
肋
）
が
あ
り
、
評
定
所
・
大
目
付
・
海
防
掛
勘
定奉行・勘定吟味役に林大学頭、長崎奉行等を加えて下問する和
蘭商法改正の件（４．８．一七ｌⅢ伽Ⅲ伽Ⅲ）などの例がある。
この後のぱあいがさらに徹底すると米国と貿易開始の件（４．８．
一七ｌ川・伽）のごとく評定所一願と海防掛の勘定奉行・同吟味
役だけに下問している例となる。
こ
う
し
た
事
例
に
よ
っ
て
ゑ
て
も
、
海
防
掛
が
一
体
を
な
す
も
の
と
し
て
下問を受けたぱあいでも、監察局海防掛と勘定方海防掛という二
個の単位機関の連合体として、老中からは認識されていたこと、
そ
し
て
、
大
小
目
付
と
勘
定
奉
行
・
同
吟
味
役
の
役
職
に
固
有
の
分
担
職
務
が
海
防
掛
体
制
の
中
で
生
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
で
あ
る
。
二、単独に海防掛だけに付議するぱあい
『
乙
骨
耐
軒
文
書
』
に
お
け
る
海
防
掛
目
付
が
下
問
を
う
け
て
評
議
す
る
形
式
に
つ
い
て
は
、
「
文
書
目
録
Ｈ
」
の
備
考
欄
に
『
村
垣
日
記
』
や
『
幕
末外国関係文書』と対応させて記しておいたので参照されたい。
そ
こ
で
通
じ
て
承
ら
れ
る
形
式
と
し
て
は
、
①
海
防
掛
老
中
へ
「
伺
」
や
「届」が所管機関より提出され、②下問（「御下ケヒ、③「書面
被成御下、一読勘弁」「私共評議仕此段申上候」と書面をもって
糠
申
す
る
の
が
普
通
で
あ
る
。
さて、海防掛単独に対して老中が下達、上申させるぱあいは、
既定の海防政策に即応する海防業務の推進に関する諸伺・諸届に
（町）
関することが多いようである。
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老中への答申の形式は、それぞれの下問先ごとに行なわれるの
が
建
前
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
海
防
掛
の
ぱ
あ
い
、
そ
れ
が
一
体
と
し
て
で
な
く、海防掛目付と海防掛勘定奉行・同吟味役がそれぞれ別個の意
見
を
提
出
し
て
い
た
り
、
さ
ら
に
筒
井
政
憲
の
よ
う
に
別
格
の
立
場
で
意
見
を
出
し
て
い
る
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
例
え
ば
、
下
田
表
米
人
休
息
所
の
件
（
１
．
９
．
七
ｌ
川
ｌ
川
）
は
、
海
防
掛
全
体
の
意
見
と
、
同
臘
察
局
・
同
勘
定
方
の
三
本
の
答
申
と
な
っ
て
おり、米国総領事出府、下田港替貿易開始の件（４．６。一六ｌ
ｍｌ川）は、監察局海防掛と勘定方海防掛の二本のほか、筒井政
憲、評定所、大小目付と計五本の答申がある。
そのほか、勘定方海防掛が評定所一座、大小目付に儒役、林大
学頭と並んで四本連の上申をしている場合として、海防掛目付岩
瀬伊賀守香港出張の件（４．９．一七ｌ川・川・冊・川）がある。
海防掛が一本の形で答申をしているものに開港汗露船修復場の
件（１．ｕ・ｎｏ八ＩⅢ）があり、これは、評定所、大小目付、
林大学頭、筒井政懸と併列した形となっている。
そ
の
な
か
で
、
「
御
触
案
」
を
作
成
し
た
り
、
そ
れ
に
対
し
、
「
向
苣
か
（犯）
ら
の
問
合
せ
に
答
え
る
た
め
の
「
答
振
案
」
を
取
調
べ
た
り
、
さ
ら
に
は
、
実務的・個別的な伺にたいし許可の可否を答申したりしているも
の
も
少
な
く
な
い
。
こうしてふると、この海防掛単独への下問は、評議機能という
よ
り
も
む
し
ろ
執
行
機
能
に
近
い
も
の
と
い
え
る
。
安
政
期
海
防
掛
の
制
度
史
的
考
察
（
長
尾
）
三
、
下
問
に
対
す
る
答
申
の
形
式
以上の上申形式からゑても、狭義の海防掛が、監察局海防掛と
勘定方海防掛（さらには顧問クラス、別格の筒井政憲）からなる
連合的な機関であったことが判明する。＊
そして、阿部幕閣が海防政策の策定、推進を海防掛体制を軸と
して展開したと一般にいわれるが、より厳密にいえば、海防掛を
一個の独裁的機関とせず、海防脚の構成単位たる各役職、とく
に、行政・軍事監察権をもつ大・小目付と、財政権と財政監察権
をもつ勘定奉行・同吟味役の固有の権限を十分にふるわせ、下意
上達と総意結集の方針を海防掛を構成する各メンバーの段階にま
で浸透させようとした開明的姿勢こそが、海防掛体制を強力なも
のにしたと見るべきであろう。
＊この両者の分掌は、事例から察すれば、監察局は軍事、外交、
蝦
爽
地
経
営
の
行
政
的
側
面
、
勘
定
力
は
そ
の
財
政
的
側
面
（
し
た
が
っ
て
焚
易
実
務
而
も
含
む
）
に
分
か
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
さらに、この点の事情を海防掛勘定吟味役の村垣範正の公務日
記（『幕末外国関係文書』付録）でふて柔よう。
安政元年二月朔日の条に、
｜、亜米利加人江戸江呼寄候方可然旨、（竹内）清太郎．（江川）
太郎左術門見込評議、自分と異存二付、三人一同伊勢殿江新部
屋一一ｍ銘々存寄十分一一申上ル
とある。ここでは、同じ海防掛勘定吟味役の竹内保徳が同吟味役
格・代官の江川坦庵とともに賛意を表したのに、村垣がひとり反
対意見をもつので、他の二人とともに海防掛老中阿部正弘が呼出
して、三人同廃でおのおのの所見を十分に述べさせている。
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また、同年二月二十六日の条には、
一、評定所一座、海防掛大小御目付壱役壱人宛新部屋にて伊勢殿
御
逢
、
自
分
出
造
とあり、壱役につき一人ずつが老中に呼ばれたが、
右〈、海防掛大小御目付申上侯此後御所置之儀二付書面御下
ヶ
、
評
議
い
た
し
可
申
上
旨
被
御
聞
候
、
於
松
溜
一
同
一
覧
致
名
書
面
と（岡田）利喜次郎（海防掛勘定吟味役）へ渡ス
とあり、海防掛勘定吟味役の村垣は、同大小目付とは独立して、
評定所一座とともにトリオの形で意見上申を求められておる。
また、二月十六日の条には、
一、昨日献貢物相済候付、品書其外差出侯書類、今朝、（松平）
河内守方へ到来、（松平）伊賀殿江上ル
とあり、海防掛勘定奉行の松平近直が受けて、同老中の松平忠固
へ上呈した書類は、
後刻右書類一同御下ヶ、海防掛一座丼大目付御目付、江川太郎
左衛門一同一覧、評議仕申上候様被仰渡、於松溜評議有之、
とあり、海防掛一座は、大小目付、海防掛勘定吟味役格代官江川
と同座して、書類を一覧した上で、合同して評議をしている。
阿
部
正
弘
意
見
書
が
、
毎
月
定
例
日
に
海
防
掛
全
員
が
集
会
し
て
評
議
（討論研究）する海防局を構想としたのも、単なるヴィジョンで
な
く
、
右
の
よ
う
な
海
防
掛
評
議
が
ケ
ー
ス
・
バ
イ
・
ケ
ー
ス
に
異
な
っ
た
実態をふまえて、これを定例日の全体評議に改め、発展・強化策
を講じようとしたことが知れるのである。
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三、海防掛と他の海防関係御用との関係ｌ海防政策推進の
形
態
と
し
て
ｌ
上述したところを通覧すると、海防掛は老中の下達に答えて意
見を具申する評議機能が重要であったようにふえる。しかし、海
防掛のメンバーは、決定された軍事、外交等の政策を実施する段
階で、諸種の「御用」を「兼帯」として命じられることが多く、
その面で幕末期の軍事・外交を推進したのである。この「兼帯」
の解釈は笹原・丹治氏と見解を異にするので、両氏が扱った嘉永
期
に
遡
っ
て
検
討
す
る
こ
と
に
す
る
。
Ⅲ
軍
事
関
係
（
狭
義
の
海
防
業
務
）
嘉
永
三
年
五
月
の
近
海
御
備
場
向
巡
見
御
用
は
総
勢
四
○
○
人
の
大
規
模
なものであるが、鉄炮方を除く勘定奉行、同吟味役、同組頭・目
（羽）
付・徒目付などは全部海防掛から任ぜられておる。
こ
の
点
は
同
六
年
六
月
の
武
相
房
総
海
岸
見
分
御
用
で
も
同
様
で
、
若
年（弧）
寄、勘定奉行、代官（江川）、目付、徒目付などは海防掛であり、
大番頭や普請役だけが海防掛以外から加わっておる。これら海防
掛
有
司
の
指
揮
下
に
、
支
配
向
以
下
で
は
他
の
も
の
を
加
え
て
、
巡
見
団
を
編成しているのである。
次に、こうした臨時編成の組織でなく、より長期的な海防関係
御
用
に
つ
い
て
見
る
と
、
嘉
永
六
年
八
月
任
命
の
内
海
御
台
場
御
普
請
弁
大
筒鋳立御用のぱあいは、老中阿部、若年寄本多・遠藤のもと、勘
定奉行二、勘定吟味役一、同格代官、目付二などの幹部は全員海
（皿）
防掛で占め、支配向中にも相当数の海防掛が入っている。同年十
五○
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一月任命の大船製造御用では、勘定奉行二、同吟味役一、目付一
（犯）
の幹部全員が海防掛である。
この点は、安政期にはいっても変わりはない。例えば元年七月
の軍制改正御用のぱあい、大目付二、勘定奉行二、目付一一一の幹部
（羽）
はすべて海防掛から任命せられておる。
このように海防掛が諸種の臨時または長期的な職務をになうの
をどう解釈すべきかであろうか。笹原氏は海防掛目付の海防活動
を目付一般の本来の職分たる監察機能と密接させ、それを重視す
（典）
る立場をとっているが、老中・若年寄や勘定奉行等を含めて海防
掛の主要メンバーが常に新しい臨時的ないし長期的の海防組織の
中核として任命されているところから承ると、評議段階で専門的
立場から海防政簸の簸定に参与した当事者に、実施面でも責任を
とらせようと幕閣が意脚したとふる方が妥当であろう。
②
外
交
を
含
め
た
広
義
の
海
防
面
で
以上に述べた諸掛のほかに亜米利加応接掛、露国応接掛、異国
応接掛など外交交渉に関するものや、下田取締掛、松前蝦夷地掛
など開港に付随して発生したしの、さらには講武所創建御用や群
書調所掛などの諸掛が任命され、さらに、安政三年十月には老中
堀田正陸が外国事務取扱、海防月番専任とされ、その下に貿易取
（妬）
調掛が置かれるようになる。
ところで、これらの諸掛にも海防掛のメンバーが主力として任
命され兼務することが多かった。例えば、安政元年正月、海防掛
目付堀織部が松前蝦夷地御用を命ぜられ、「彼地江被差遣候儀も
可有之」と達せられると、同日付で海防掛を命ぜられた永井尚志
安
政
期
海
防
掛
の
制
度
史
的
考
察
（
長
尾
）
四
、
海
防
掛
と
し
て
の
執
行
機
能
上述第三節においては海防掛を構成する主要メンバーが海防関
係
の
諸
種
の
用
務
を
兼
補
し
て
執
行
的
機
能
を
発
揮
し
た
こ
と
を
述
べ
た
が、ここでは海防掛プロ。〈１としての執行機能を考えてふよう。
Ⅲ
非
常
時
に
対
す
る
連
絡
、
指
示
機
能
は、三月廿五日付で、堀がかの地で在勤中、堀の兼務していた内
海台場沖大筒鋳立、大船其外製造御用相心得可レ申事を達せられ
ておる。
同じく元年七月、勘定吟味役に昇進した岡田利喜次郎は、海岸
防禦筋之御用とともに、内海御台場御普請、大筒鋳立、大船其外
（妬）
御製造之御用可相勤侯、と阿部老中から申渡されておる。
さらに、安政三年十一月、海防掛目付の大久保右近将監（忠寛）
。
Ｃ
Ｏ
ｏ
が蕃書調所御用向兼帯を命ぜられると、「諸事引請重立相勤候二
付、当番其外臨時御役当と、都而御免被成候」といいながらも、
「講武所掛り、海防外御順制御改正、貿易筋取調御用と是迄之
（幻）
通
」
と
申
渡
さ
れ
て
い
る
。
以
上
を
通
し
て
み
れ
ば
、
海
防
掛
に
は
、
こ
の
よ
う
な
兼
務
を
こ
な
し
う
る職の人材が集められており、またこうした「兼帯」左すること
によって、政簸推進面で海防掛の権限がふるいやすくなったとい
ってよかろう。
大久保のように海防掛有司が「諸事引請」「重立相勤」めるこ
とを、右のように解釈することにより、「海防掛体制」の歴史的
意
義
を
正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
五
一
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安政元年正月廿八日、幕閣は。ヘリ１の率いる米艦七隻の江戸小
柴沖投錨（十六日）への措置として三奉行、大小目付、海防掛、
江川太郎左衛門に対し、
Ｃ
Ｏ
ｏ
異国大船壱艘二而も羽田越候注進有し之候〈ず、海防掛之面々、
一一一奉行、大目付、御目付、直二登城、但．ハッテイラ而已一一而
者、登城不致候事
と令したが、
右之面戈之内、両三人も登城候〈ず、申談之上、同列〔老中〕
○
Ｏ
ｏ
Ｃ
Ｏ
登城之儀、海防掛月番江案内申越候〈ず、右案内次第一同登城
之
積
二
候
事
と達し、老中の不時澄城の連絡責任者を海防掛月番に決めてい
る。つづいて、神奈川での対米応接開始の前日の二月九日、老中
（海防掛）松平忠間は、
亜墨利加入江明十日応接有之候二付、船中二而銃炮数発打放候
旨申立候二付、右炮声承り候共動揺致す間敷侯、併彼方事情も
難計二付、其心得二而油断と無之様可被致候事。右之趣向を江
早を可被相達事
と指示し、これをうけた海防掛の目付岩瀬・永井・堀の三名は、
異国船渡来二付、若御城為御警備寄場相建候節と、夫灸於場所
を御扶持方御賦等被下候二付、右様之場合一一も臨候節と、御城
内向被相詰候者、平常御台所不被下向二而も、非常之義二付、
御殿江相詰候ものと、御湯漬其外、御賦二准シ被下候旨、
と海防掛若年寄の決裁をえているので、緊急給賦人数を取調べて
法政史学第三十一一一号
五二
（犯）
提出すべく、目付触で令達している。
②
海
防
政
策
推
進
の
た
め
の
日
常
的
執
行
機
能
この側面では、海防掛目付・勘定吟味役の指示をうけてその励
行をはかる支配向の活動が重要である。ここでは『乙骨耐軒文
書』目録ロ一九号の海防掛徒目付七名が配下の小人目付の待遇改
善を四名の目付を経て海防掛若年寄へ具申したものをもとにして
考えてふよう。
大森村大筒町打場での砲術稽古の取締りには海防掛の小人目付
一人ずつが出役であたり、年間予算として一人一両、延一○人で
一○両の手当金が計上されている。
しかしこれは四月から七月までの稽古打に対しての手当である
のに、その後、四季打が仰せ出され、「世上一統殊一一相励、稽古
人・手伝見置等も弥多人数罷成、御筒拝借其外途中と屯所を混雑
も可レ仕」、そのため前夜から翌朝まで取調べにかかる必要が生じ
ている。一方、町打場での砲術実演Ⅱ「御筒打様」の御用の手当
は別に定まり、「壱人永百三十文旅御扶持方五割増井木馬壱疋之
代金銭」を下されているので、稽古のさいの出役の手当ても同様
に
し
て
ほ
し
い
、
と
述
べ
て
い
る
。
この文書は、安政三年六月段階と推定されるものであるが、こ
のころとなると、洋式銃砲術の演練が頻繁に行われるようにな
り、海防掛所管の日常業務の第一線を担当する小人目付の待遇改
善が急務となったことが知れるのである。
ここでは、海防掛目付ｌ徒目付ｌ小人目付の関係の中で、日常
海防業務推進にあたった小人目付について述べたが、これと対応
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将軍継嗣問題の紛糾する中で、安政五年四月二十三日、紀州派
の巨頭彦根藩主井伊直弼の大老就任によって、それまで外交・軍
事一体として政策の立案・遂行にあたってきた海防掛体制（その
中核をなす有司は多く一橋派に属していた）は急速に解体されて
いった。
早くもその翌二十四日、井伊幕閣は評定所一座以下へ老中取扱
向申合せの件を通達した。すなわち、堀田備中守正睦に外国御用
取扱、京都御警衛弁大阪表御台場築立、学問所、講武所、深川越
中島調練場・大森町打場の取扱を、松平忠固に軍艦操練井長崎表
薗人伝習、大船製造、大小砲鋳立、梵鐘鋳換、組を調練、蕃書調
所、医学館、天文方の取扱を、久世広周に蝦夷地御開拓、内海御
台場御修復などの取扱をさせることに改めた旨が公表された。そ
れらの取扱事項は、従来海防掛体制として一元的に掌握されてき
たもので、その老中所管を大老就任翌日に三個に分断したところ
する海防掛勘定方の勘定吟味役ｌ同吟味方改役並や勘定組頭ｌ勘
定の系列下での第一線活動は、諸種の任命や賞賜の記事に散見す
るの承で、今のところ、わずかに『安政年録』や『村垣日記』が
若
干
そ
の
欠
を
補
う
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
特
に
記
す
ほ
ど
の
も
の
が
替
見にふれないのでここでは省略する。
いずれにしても、こうした支配向の江戸、または地方に出張し
て行なう日常的な活動があってはじめて、海防政策は末端にまで
浸透しえたのである。
安政期海防掛の制度史的考察（長尾）
五
、
海
防
掛
体
制
の
解
体
に、井伊幕閣の海防掛体制解体への断固たる決意がうかがえる。
つづいて五月二十九日、目付に対し、外国貿易筋取調其外諸掛
の任命が老中より申渡された。それによると、岩瀬忠震は、人足
寄場掛、御軍艦操練御用、武器修復取扱、朝鮮人来聰御用、駒井
。
Ｃ
Ｏ
左京は外国貿易筋取調御用、軍制改正御用、野々山鉦蔵は海防懸
○
Ｃ
Ｏ
り御用、津田半三郎は大船其外御船を製造之御用を命ぜられ、海
防掛目付が軍事と外交一体の立場でになっていた諸種の業務の分
断
・
縮
小
が
は
か
ら
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｏ
ｏ
六月一一十五日、大目付山口丹波守正信へ海防懸が命じられ、同
目付野を山鉦蔵とともに、海防掛は大小目付一人ずつに縮小され
る。六
月
二
十
九
日
、
御
勝
手
丼
外
国
御
用
筋
の
儀
は
、
太
田
資
始
・
間
部
詮
勝・久世広周の三老中が月番で取扱うことに改められ、ついで七
○
○
○
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
月八日、外国奉行の設置とともに、海防掛の廃止が老中から、大
目付・勘定奉行・外国奉行・目付・勘定吟味役に達せられた。そ
れには、「海防掛之儀と向後御差止二相成候間、得其意、以来一
同二而立合之心得二可被在候事」とあった。
これをうけて、七月十二日、外国御用立合之心得二而諸事可被
取扱候として、旧海防掛の大目付池田頼方、山口正信、目付津田
半三郎、駒井左京、野を山鉦蔵らが、海防掛の前歴のない二人の
勘定奉行とともに命じられた。
ところで新設の外国奉行へは、
｜、外国応接之儀〈勿論、貿易筋之御用、其外都而外国へ関係致
し
候
儀
令
引
請
取
扱
候
様
可
被
致
侯
事
五
一
一
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と老中から申渡された。こうして、支配向をもち、役所をもつ外
交事務専掌の官庁としての外国奉行が誕生した。そして、初の外
国奉行（七月八日任命）としては、海防掛嫌いの井伊大老として
も、海
防
掛
出
身
者
か
ら
永
井
尚
志
・
堀
忠
煕
（
箱
館
奉
行
兼
帯
）
・岩瀬
忠震（下田奉行兼帯）をとり、ほかに外交実務経験の深い水野忠
徳と井上清直（箱館奉行兼帯）を加えるという人事に踏承きらざ
るをえなかった。なお、十月より勘定奉行・箱館奉行兼帯で海防
掛前歴の村垣範正も増員された。
そ
し
て
、
外
国
奉
行
の
支
配
向
に
は
、
海
防
掛
体
制
下
で
海
防
掛
徒
目
付
としての経験を積んだ柴田貞太郎（剛中）が支配組頭（文久三年
外国奉行に昇進）となり、乙骨彦．四郎と同役の海防掛徒目付から
高
須
鉄
次
郎
・
中
井
継
蔵
が
支
配
調
役
と
な
り
（
九
月
廿
五
日
）
、
ま
た
海
防掛目付であった津田正路が四人制に増員された箱館奉行となる
（十月十一日）など、海防掛体制が育てた人材は、井伊幕閣の下
でも成長していく。とくに、蕃書調所や講武所・長崎海軍伝習ｌ
軍艦教授所など海防掛体制下で新設された諸機関は、次代をにな
う内治・外政・軍事・学術等の分野で幾多の人材を生承出したの
である。この点では、同じ体制下で再置された箱館奉行所の海防
・外交・開発一元化の活動下で育てられた人材も見のがすべきで
はない。 ○
○
ｏ
一、支配向之者、夫を
申聞候事
○
ｏ
ｏ
ｌ、外国奉行御役所、
いたし可被申聞候事
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夫を急速可被仰付侯間、
御
殿
内
二
御
取
立
可
相
成
候
間
、
場
所
其
外
勘
弁
一同申合、名前取調被
こうして、阿部幕閣が創設した海防掛体制は井伊幕閣により解
体されたが、幕末期の新官僚形成史の上からも承のがせない大き
な
意
義
を
も
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
一、乙骨彦四郎は、安政二－五年、海防掛徒目付を勤め、監察局
海防掛所管の海防事務に関する多数の文書の起草や浄書にあた
った。筆者はかれの残した文書を整理し、今回第二次の目録を
作
成
し
五
三
点
を
収
め
た
が
、
紙
数
の
制
約
か
ら
解
題
と
と
も
に
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
、
本
稿
で
は
主
題
に
即
し
て
、
適
宜
引
用
す
る
に
と
ど
め
た。
二
、
海
防
掛
は
阿
部
幕
閣
が
弘
化
期
に
設
置
し
た
軍
事
・
外
交
一
体
の
政
策
策定とその決定事項推進を図るための機関であった。しかし、
独立した宮〃形態はとらず、老中・若年寄をトップとして、そ
の下に、臘察局と勘定方（とくに勘定吟味方）を連結させた連
合的な組織であった。
三、安政期の海防掛体制を考えるには、安政元年六月の阿部正弘
意見書に糸える「海防局」ｌ「公議所」構想との関連でとらえ
る必要がある。この構想は、そのままの形では具体化されなか
ったが、実質的には生かされたようである。
四、海防掛は海防政策策定の主務者であるが、老中から下問をう
けるさいは、評定所一座、大小目付と並列ないし対抗する位置
でなされる事例が多い。また、評議上申のさいは、必ずしも海
防掛としての統一的意見だけでなく、監察局と勘定方とに二元
ま
と
め
に
代
え
て
五四
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（おわりに）本稿は筆者が年来手が伽戈いる幕末の外交制度お
よび官僚発達史の一環をなすものである。願承ると故豊田武博士
のご案内で乙骨文書を採訪して以来三年になる。その間、乙骨文
書
研
究
会
結
成
を
勧
め
ら
れ
な
が
ら
後
続
者
が
な
く
、
不
本
意
な
が
ら
小
稿
をもって責を果たす形となった。ここに謹んでご厚誼に深謝する
とともに借覧を快諾された永井菊枝氏に心から御礼を申しあげる
次第である。
Ｃ
九
八
○
・
八
・
一
五
）
化
し
た
立
場
で
、
個
別
に
上
申
し
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
た
い
。
こ
れ
は
、
そ
の
両
者
が
も
つ
軍
事
・
行
政
監
察
権
と
、
財
政
・
財
政
監
察
権
と
いう、役職に固有の権限を尊重し、下意上達を円滑にする方針
に
出
で
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
五、海防掛の有司には当時の俊英が抜擢されており、他の臨時ま
たは長期的な海防関係御用を兼務しておる者が多い。これは、
目付や勘定吟味役に固有の監察権に付随した分掌の発展形態と
してふるよりも、海防掛の目的や機能を政策実施面で強力、か
つ円滑に遂行するための措置とふた方が妥当と思われる。
六、海防掛プロ．〈１の執行機能は、その属僚たる支配向の日常的
な活動により処理され、それにより幕閣が決定した海防政策は
末
端
ま
で
貫
徹
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
七、海防掛体制は井伊幕閣により解体され、外交事務専掌の官庁
たる外国奉行が創立された。しかし、海防掛体制期に抜搬さ
れ、育成された人材は、その後の幕末の諸改革をになう政治・
軍事ないし学術面での官僚に成長していったのである。
安
政
期
海
防
掛
の
制
度
史
的
考
察
（
長
尾
）
註（
１
）
拙
稿
「
幕
府
は
開
国
に
対
応
し
て
ど
の
よ
う
な
措
置
を
と
っ
た
か
」
ｓ
海
外
交
渉
史
の
視
点
』
２
、
日
本
書
籍
・
昭
和
ｍ
」
参
照
（
２
）
大
久
保
利
謙
「
幕
吏
海
舟
の
環
境
」
（
人
物
叢
書
・
付
録
一
七
一
号
、
吉
川
弘
文
館
）
は
、
安
政
以
来
、
行
政
の
専
門
的
分
化
が
打
ち
出
さ
れ
、
封
建
的
領
主
家
政
か
ら
近
代
的
行
政
へ
の
転
換
の
き
ざ
し
が
生
じ
、
家
臣
型
か
ら
官
僚
型
へ
役
人
の
転
身
の
端
緒
が
ふ
ら
れ
、
渉
外
関
係
の
外
交
部
門
か
ら
専
門
化
が
始
ま
る
と
し
、
阿
部
幕
閣
の
海
防
掛
が
端
初
と
な
り
、
つ
づ
い
て
軍
事
部
門
の
専
門
化
が
始
ま
る
、
と
述
べ
て
い
る
。
『
幕
末
政
治
家
』
の
所
論
を
継
承
す
る
も
の
の
一
で
あ
る
。
（
３
）
笹
原
一
児
「
江
戸
湾
防
備
政
策
の
展
開
と
海
防
掛
」
（
日
本
大
学
史
学
会
『
研
究
葉
報
』
９
）
昭
如
同
「
目
付
海
防
掛
」
Ｓ
国
史
大
系
月
報
』
師
）
昭
虹
丹
治
健
蔵
「
弘
化
期
に
お
け
る
江
戸
湾
防
備
問
題
と
異
国
船
取
扱
令
（
『
史
学
論
集
対
外
関
係
と
政
治
文
化
第
三
』
吉
川
弘
文
館
所
収
）
昭
⑬
同「嘉永期における江戸湾防備問題と異国船対策」（『海
事
史
研
究
』
二
○
号
）
（
４
）
拙
稿
「
乙
骨
耐
軒
文
書
の
海
防
掛
目
付
関
係
文
書
に
つ
い
て
」
ｓ
封
建
社
会
研
究
』
一
・
二
号
）
昭
叫
・
昭
蒟
な
お
、
耐
軒
・
乙
骨
彦
四
郎
（
一
八
○
六
’
’
八
五
九
年
）
は
昌
平
坂
学
問
所
に
学
び
、
助
教
と
な
り
、
そ
の
分
校
た
る
甲
府
の
徽
典
館
学
頭
を
再
度
、
あ
わ
せ
て
四
ヵ
年
勤
め
た
。
同
じ
く
学
頭
前
歴
の
あ
る
岩
瀬
忠
震
・
永
井
尚
志
が
海
防
掛
目
付
と
な
る
と
推
桃
さ
れ
て
、
同
徒
目
付
に
任
じ
ら
れ
、
主
と
し
て
文
書
起
草
に
あ
た
っ
た
。
同
役
の
徒
目
付
の
、
平
山
謙
二
郎
・
中
台
信
太
郎
は
安
政
元
年
正
月
十
六
日
、
浦
賀
表
御
用
と
し
て
、
同
じ
く
平
山
は
同
年
三
月
廿
四
日
、
松
前
丼
蝦
夷
地
御
用
と
し
て
派
遣
を
命
じ
ら
れ
、
五五
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永持亨次郎は五月四日、魯西亜応接掛へ随行した賞賜を
うけ、十一月十八日には田中・永持・平山・中台らは諸
向鉄炮稽古取扱いで賞賜をうけている。また、十二月十
一一日付で「出精相勤侯一一付」田中は御徒目付組頭、平山
は勘定格御徒目付に昇格。安政二年正月十五日、下田表
御用に対して永持と平山は賞賜をうけているｑ安政年
録
Ｂこれらの事例と異なり、彦四郎は内務専従であったよ
う
で
あ
る
。
なお、永持は文久三年別手組頭取、中台は慶応四年目
付、平山は慶応元年目付、外国奉行、若年寄並へ昇進し
ている。海防掛は有司層の柔でなく、支配向にも健秀な
メ
ピ
ハ
ー
を
擁
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
（５）『阿部正弘事跣』二（統日本史籍協会叢書）東京大学出
版会復刻、昭兜、六○○’六○五ページ。
なお、この改革意見書に対しては、斉昭のほかに勘定
奉行松平近直、同川路聖謨、目付鵜殿長鋭・一色直温。
．岩瀬忠麗・大久保忠寛ら海防掛に属する各役職有司がお
のおの意見を具して、これに答えた（『維新史料綱要巳。
（６）松平乗全は井伊直弼と親密で、松平忠固とともに水戸斉
昭、阿部正弘に善からず、正弘は意を決してこれを除い
た（同上一、三四四’一一一四七ページ）。
（７）施策の経過については、註仙の拙稿参照。
（８）『目録』口五二号文書。これによると当時海防掛徒目付
は、組頭田中勘左衛門を含む七人で、永持・中台が遠国
に出張しておるので、平山謙二郎・新見蟻蔵・小田切鋼
一郎と彦四郎しかいないので、評議物や建白などは「宅
調」をしなければこなせない実情を述べている。
法政史学第一一一十三号
（９）本文引用の「当番方」「御用所」は、松平太郎『江戸時代
。
Ｃ
Ｏ
制度の研究』に、徒目付事守執務の曹を当番所と称し、
本丸玄関左方にあり、といい、別に目付の命を受け、文
。
ｏ
案の起草、旧規の調査に従事する所を内所といひ、目付
部屋階上の一室に設く、としているが、木村芥舟の「旧
○
○
幕監察の勤向」は、用所は中廊下に一局を設け、徒］目
付・小人目付を撰んで他の照会への覆答や、諸触書頒
布、議案執筆等の事務にあたらせたと記している。
（、）『目録』五二号文書は目付津田半三郎（正路）の「注文」
で彦三郎が起草し提出したしの。軍制改正の手順として
番方一統の意見も取り入れ法式の取りきめを具申したし
の、ほかに年代不詳の農兵反対論もある。そうした建議
を監察局内部でも歓迎していた様子が知れるが、それは
阿
部
幕
閣
の
下
意
上
達
の
方
針
を
う
け
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（、）井野辺茂雄『幕末史の研究』五四一ページ
天保十三年七月の薪水給与令が令達され、その後半で
「警衛向之儀は弥厳重に致し、人数井武器手当等之儀は
是迄よりは一段手厚、柳――ても心弛無之様」心得るべ
し、としているように、アヘン戦争による清国敗北の衝
撃は、幕府に一方で異国船打払令緩和と他方で海岸防御
の充実を決意させた。とくに弘化二年の阿部幕閣の海防
掛強化は、シーポルトの建言にもとづいてなされたオラ
ンダ国王の開国の勧告を拒んだ（六月一日）直後におこ
なわれたことは注目しておかねばならない。
（皿×ｕ）『続徳川実紀』。『通航一覧統輯』付録
（⑬）内閣文庫所蔵。中に寺社奉行久世広周（天保一四・一○
・八ｌ弘化三・一○・四在任）がおることからみても、
笹原氏が「弘化四年」比定説は、三年とすべきである。
五
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（
超
）
同
上
は
「
海
岸
防
禦
筋
之
御
用
向
、
近
来
多
端
相
成
候
一
一
付
」
を
理
由
と
し
て
い
る
。
『
安
政
年
録
』
に
は
「
異
国
船
万
一
浦
賀
表
江
渡
来
も
有
之
候
節
ｔ
人
心
動
揺
不
致
た
め
滞
船
中
て
諸
家
調
練
丼大森角筈都而大筒稽古厄見合」ることを達している。
と
も
に
ペ
リ
ー
艦
隊
再
渡
来
へ
の
措
置
で
あ
る
。
村
垣
範
正
の
勘
定
吟
味
役
昇
任
、
海
防
掛
兼
松
前
蝦
夷
地
御
用
（
正
月
十
四
日
）
目
付
永
井
尚
志
の
海
防
掛
任
命
、
岩
瀬
忠
震
の
目
付
登
用
（
正
月
什
二
日
）
も
同
時
期
。
村
垣
は
ま
も
な
く
海
防
掛
目
付
堀
忠
熈
と
北
蝦
夷
地
に
渡
り
北
辺
の
巡
視
に
あ
た
り
、
九
月
両
名
の
復
命
書
を
提
出
し
、
蝦
夷
地
の
第
二
次
幕
府
直
轄
化
が
翌
年
二
月
か
ら
始
ま
る
。
箱
館
奉
行
再
置
は
、
元
年
六
月
二
十
六
日
で
あ
る
が
、
海
防
掛
勘
定
吟
味
役
竹
内
保
徳
が
初
任
、
翌
月
堀
が
増
員
さ
れ
二
人
制
と
な
っ
た
。
三
年
七
月
に
村
垣
、
五
年
十
月
津
田
正
路
（
海
防
掛
目
付
か
ら
）
が
こ
れ
に
任
じ
ら
れ
四
人
制
と
な
っ
た
。
浦
館
奉
行
が
い
ず
れ
も
海
防
掛
出
身
者
で
あ
る
こ
と
は
蝦
夷
地
経
徴
が
海
防
掛
体
制
の
重
要
な
一
環
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う。
（
肥
）
『
通
航
一
覧
統
輯
付
録
』
巻
之
一
、
書
付
に
お
い
て
月
番
制
に
関
して「向々諸届等其心得――て差出」ことを達している。
三
月
の
神
奈
川
条
約
、
五
月
の
下
田
条
約
調
印
を
契
機
に
海
防
関
係
の
伺
書
や
届
書
が
激
墹
し
た
の
に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
（Ⅳ）『安政年録』四年一月廿二日条、海岸防梨筋御用丼異国
人
応
接
御
用
、
御
軍
制
御
改
正
、
講
武
所
・
蕃
書
調
所
御
用
を
も
可
相
心
得
候
と
あ
る
。
な
お
『
乙
骨
文
書
』
に
は
右
の
御
用
弁
の
た
め
平
川
口
よ
り
裏
通
し
中
之
口
よ
り
退
出
す
る
願
書
と
許
可
書
がある。
（出）阿部正弘の功績として人材登用を見のがすことはできな
い
。
そ
の
多
数
の
中
か
ら
俊
秀
を
選
ん
で
海
防
掛
が
任
命
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
早
く
筒
井
政
憲
・
松
平
近
直
・
川
路
聖
譲
が
、
少
安
政
期
海
防
掛
の
制
度
史
的
考
察
（
長
尾
）
しおくれて岩瀬忠震・永井尚志・大久保忠寛らが特に重
要
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
松
平
河
内
守
近
直
は
久
し
く
勘
定
奉
行
と
し
て
阿
部
の
信
任
を
え
て
権
勢
大
き
く
、
時
人
目
し
て
「
河
内
伊
勢
守
」
と
呼
ぶ
者
が
あ
っ
た
と
い
う
。
海
防
に
任
じ
て
か
ら
江
川
Ⅲ
庵
門
に
入
門
。
砲
術
の
進
歩
に
力
を
尽
し
た
ｓ
阿
部
正
弘
鞭胱』二、四七三ページ）。
（四）勘定吟味役は、勘定所の内部での金穀出納の監察で奉行
以
下
の
非
違
は
老
中
に
直
接
上
申
す
る
特
権
を
も
つ
。
臨
時
巨
額
の経岱を要する事案については必ずその用掛を拝命する
前
例
か
ら
、
海
防
掛
に
も
任
命
さ
れ
た
（
松
平
太
郎
『
江
戸
時
代
制
度
の
研
究
』
六
四
一
ペ
ー
ジ
）
。
が
ん
ら
い
幕
府
官
吏
登
用
に
○
○
○
Ｃ
Ｏ
ｏ
は番士と小吏（俗吏）の一一つの道があり、前者は目付、
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
ｏ
後者は勘定吟味役に登るのを門戸とした（木村芥舟「旧
幕監察の動向」『旧幕府』一号六八．ヘージ。）海防掛勘定
吟
味
役
か
ら
は
嘉
永
期
で
は
佐
渡
・
奈
良
奉
行
な
ど
へ
転
じ
た
が
、
安
政
期
で
は
竹
内
保
徳
・
村
垣
範
正
は
箱
館
奉
行
、
岡
田
忠
灘
は
下
田
奉
行
と
外
交
の
第
一
線
に
栄
転
し
て
い
る
。
な
お
、
万
延泄米使節として村垣は副使、文久泄欧使節で竹内は正
使として派適され重任を果した。
なお、伊豆代官江川太郎衛門英龍が、砲術への知識を
買われて、特に勘定吟味役格とされ嘉永六年ｌ安政二年、
海防掛内の専門技術者として重用されたことを見のがし
て
は
な
ら
な
い
。
（卯）『目録』五二号文書（注⑧参照）のほか、『乙骨耐粁文
書』の他の文書によると、安政二年段階では、太田子之
助、清水崎太郎、永井達蔵、日高韮三郎、一一一年段階で高
調鉄次郎、小川辰次郎、中井継蔵、石川周この名が海防
掛徒目付として目に触れる。通じて八’九名の定員であ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
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（
皿
）
海
防
掛
は
固
有
の
役
職
を
も
っ
て
い
る
個
人
に
対
し
分
掌
事
務
と
し
て
命
じ
ら
れ
た
も
の
の
集
合
体
で
、
今
日
の
省
庁
や
部
局
な
ど
の
よ
う
な
官
庁
組
織
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
独
立
し
た
役
所
が
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
ご
と
に
詰
所
は
わ
か
れ
て
お
り
、
一
堂
に
会
し
て
評
議
す
る
集
会
場
所
は
、
そ
の
都
度
、
松
の
洲
な
ど
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
は
村
垣
の
『
公
務
日
記
』
な
ど
に
み
ら
れ
る
。
な
お
、
木
村
芥
舟
「
旧
幕
監
察
の
動
向
」
に
よ
る
と
、
松
の
溜
で
は
毎
月
一
回
、
老
中
が
出
座
し
て
大
・
小
目
付
に
諮
問
す
る
慣
例
が
あ
っ
た
と
い
う
。
海
防
掛
の
集
会
も
こ
の
例
に
な
ら
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
三
奉
行
よ
り
成
る
評
定
所
が
式
日
を
定
め
、
毎
月
二
・
十
一
・
二
十
一
日
、
ほ
か
に
立
会
と
し
て
、
四
・
十
一
一
一
・
二
十
五
日
に
審
議
を
お
こ
な
い
、
独
立
の
局
舎
と
属
僚
を
有
し
て
い
た
の
と
は
異
な
る
。
阿
部
正
弘
の
政
事
改
革
意
見
書
の
海
防
同
案
が
実
現
す
れ
ば
、
そ
れ
に
な
ら
っ
て
お
そ
ら
く
独
立
の
局
舎
が
設
け
ら
れ
、
定
例
の
評
議
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
（
皿
）
筋
内
健
次
編
『
通
航
一
覧
統
輯
』
’
’
五
巻
（
清
文
堂
出
版
、
昭
妃）。
（
羽
）
『
海
軍
歴
史
』
『
陸
軍
歴
史
』
（
勝
海
舟
全
集
、
原
書
房
復
刻
）
は
、
こ
の
積
極
的
軍
制
改
革
関
係
の
史
料
を
多
面
的
に
収
録
し
て
い
る
。
な
お
、
井
上
清
『
日
本
の
軍
国
主
義
』
Ｉ
（
東
大
出
版
会
、
昭
泌
）
な
ど
参
照
の
こ
と
。
長
崎
海
軍
伝
習
や
蕃
書
調
所
な
ど
に
つ
い
て
は
、
沼
田
次
郎
『
幕
末
洋
学
史
』
（
刀
江
書
院
、
昭
卵
）
など参照。
（
型
）
『
乙
骨
耐
軒
文
書
』
目
録
目
ロ
に
収
録
し
た
文
書
の
う
ち
、
耐
軒
の
建
白
書
を
除
い
た
八
三
点
を
内
容
的
に
分
類
す
る
と
、
蝦
夷
地
経
営
関
係
一
七
点
、
そ
の
中
で
は
箱
館
奉
行
所
の
整
備
や
行
政
事
務
六
、
開
港
措
置
四
が
多
い
。
軍
事
関
係
は
四
四
点
あ
り
、
中
で
長崎海軍伝習・長崎製鉄所九、幕府・藩の軍艦関係七、
講
武
所
を
含
む
陸
軍
の
整
備
・
教
育
九
、
火
薬
・
角
場
関
係
六
、
法
政
史
学
第
三
十
一
一
一
号
近
海
轡
術
五
な
ど
が
あ
り
、
外
交
関
係
は
二
二
点
あ
る
中
で
、
外
交
事
務
一
一
、
外
国
船
取
扱
五
、
条
約
関
係
四
な
ど
が
あ
る
。
通
じ
て
ふ
る
と
、
軍
事
、
外
交
、
蝦
夷
地
経
営
の
順
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
監
察
局
海
防
局
の
評
議
な
ら
び
に
執
行
事
項
の
趨
勢
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
妬
）
例
え
ば
（
以
下
『
幕
末
外
国
文
書
』
は
年
月
日
、
巻
ｌ
文
書
番
号
、
『
乙
柵
文
書
』
は
目
録
番
号
Ｉ
文
書
番
号
で
略
記
す
る
）
①
評
定
所
・
大
小
目
付
・
海
防
掛
あ
て
の
ぱ
あ
い
１
．
皿
勘
定
吟
味
役
村
垣
与
四
郎
（
範
正
）
の
箱
館
市
中
井
近在見分の件（八ｌⅢ）
①
①
＋
筒
井
政
遜
・
林
大
学
頭
あ
て
４
．
出
目
付
岩
瀬
肥
後
守
香
港
出
張
の
件
二
七
ｌ
Ⅲ
）
②
①
＋
浦
賀
・
下
田
・
長
崎
・
箱
館
奉
行
あ
て
３
．
８
．
４
交
易
仕
法
の
件
（
一
四
－
ｍ
）
３
．
９
．
ｍ
長
崎
在
勤
目
付
上
申
二
五
Ｉ
Ⅱ
）
４
・
米
国
総
領
事
登
城
の
節
心
得
方
Ｃ
七
ｌ
Ⅲ
）
４
．
同
上
取
扱
方
の
件
二
七
ｌ
Ⅱ
）
③
②
＋
筒
井
政
憲
・
林
大
学
頭
あ
て
５
．
３
．
ｍ
亜
米
利
加
条
約
刻
板
の
件
二
九
ｌ
〃
）
５
．
４
．
型
老
中
取
扱
向
申
合
の
件
（
二
○
Ｉ
Ⅱ
）
５
．
４
．
妬
皿
米
利
加
条
約
に
つ
き
勅
答
の
件
（
二
○
Ｉ
補
２）
（
妬
）
評
定
所
・
海
防
掛
・
長
崎
奉
行
等
の
ぱ
あ
い
４
．
１
．
妬
米
国
総
領
事
出
府
に
つ
ぎ
準
伽
の
件
。
二
五
Ｉ
刑）
４
．
２
．
４
英
人
広
東
焼
払
の
件
二
五
ｌ
川
）
４
．
５
．
皿
将
軍
丼
政
府
の
印
章
の
件
（
一
六
Ｉ
Ⅶ
）
、
こ
れ
には林大学頭が加わっている。
（
”
）
海
防
街
蝋
独
へ
の
下
問
の
例
。
五八
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１
．
１
．
四
月
付
使
番
等
海
岸
見
廻
の
件
（
四
１
川
）
１
．
５
．
型
内
海
台
場
普
請
・
大
筒
鋳
立
・
大
船
製
造
の
件
（六ｌ川）
３
．
ｍ
・
蛆
海
軍
伝
習
人
咬
曙
肥
留
学
の
件
（
一
三
ｌ
畑
）
３
．
ｕ
・
咀
北
蝦
夷
地
土
人
撫
育
の
件
Ｃ
五
ｌ
Ⅷ
）
、
但
し
、
箱
館
奉
行
へ
も
下
問
。
４
．
３
．
妬
外
国
取
扱
井
貿
易
に
つ
き
評
議
の
件
。
二
五
ｌ
伽）
但
し
こ
の
形
式
の
下
問
に
は
、
他
の
機
関
の
上
中
を
老
中
が
検
討
し
た
上
で
、
再
下
問
を
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
（
兜
）
触
書
な
い
し
達
案
作
成
は
、
例
え
ば
「
目
録
」
ロ
ー
皿
、
諸
家
所
持
抱
地
内
一
一
合
薬
蔵
・
鉄
炮
角
場
仮
囲
等
取
建
差
許
の
件
（
三
年
八
月
以
前
）
な
ど
が
あ
る
。
「
向
々
よ
り
間
合
可
有
」
「
其
節
之
答
振
案
取
調
候
」
と
い
う
形
式
の
例
と
し
て
は
長
文
の
、
２
．
７
（
同
上
ロ
ノ
１
）
蝦
夷
地
警
衛
弁
開
拓
之
為
五
百
石
以
下
御
目
見
以
上
以
下
其
外
陪
臣
浪
人
迄
在
住
被
仰
付
、
農
工
商
等
茂
引
移
之
義
触
達
に
関
す
る
件
、
が
あ
る
。
（
”
）
『
通
航
一
覧
統
輯
』
第
五
巻
（
清
文
堂
出
版
、
昭
蛆
）
三
二
○
’
一一一二六ページ、西丸留守居筒井政憲、勘定奉行石河安蝕
が
首
班
。
勘
定
吟
味
役
佐
々
木
脩
輔
、
同
組
頭
竹
内
保
徳
、
目
付
本
多
安
英
・
戸
川
安
鎮
、
徒
目
付
田
中
勘
左
衛
門
・
柴
田
貞
太
郎
・
小
人
目
付
石
崎
鉄
三
郎
ら
は
海
防
掛
。
ほ
か
に
鉄
砲
方
井
上
左
太
夫
・
田
付
主
計
や
普
請
役
な
ど
専
門
技
術
者
が
加
わ
っ
て
い
る。
（釦）同上、一一一二六’一一一三一ページ。
若
年
寄
本
多
忠
徳
、
勘
定
吟
味
役
格
代
官
江
川
太
郎
左
衛
門
、
勘
定
奉
行
川
路
聖
謨
、
目
付
戸
川
安
鎮
、
徒
目
付
組
頭
格
田
中
勘
左
衛
門
、
徒
目
付
小
田
切
清
十
郎
・
平
山
謙
二
郎
、
小
人
目
付
石
崎
安
政
期
海
防
掛
の
制
度
史
的
考
察
（
長
尾
）
鉄
三
郎
は
海
防
掛
。
ほ
か
に
大
番
頭
九
鬼
式
部
少
輔
や
普
請
役
が
加
わ
っ
て
い
る
。
両
度
と
も
海
防
掛
を
主
体
と
す
る
大
規
模
な
近
海
巡
視
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
れ
る
。
（
皿
）
『
統
徳
川
実
紀
』
第
三
編
。
勘
定
奉
行
松
平
近
直
・
川
路
聖
謨
、
目
付
戸
川
安
鎮
・
堀
忠
煕
、
勘
定
吟
味
役
竹
内
保
徳
ら
、
徒
目
付
で
は
組
頭
田
中
勘
左
衛
門
の
ほ
か
小
田
切
清
十
郎
・
平
山
謙
二
郎
な
ど
。
な
お
、
安
政
元
年
五
月
三
日
に
は
、
阿
部
老
中
以
下
「
海
防
掛
役
々
」
全
員
で
品
川
沖
台
場
見
分
に
出
か
け
て
い
る
。
（
犯
）
同
上
、
勘
定
奉
行
石
河
政
平
・
松
平
近
直
、
目
付
堀
忠
煕
、
勘
定
吟
味
役
竹
内
保
徳
。
（
兜
）
同
上
。
大
目
付
井
戸
弘
道
・
筒
井
政
憲
、
勘
定
奉
行
松
平
近
直
・
川
路
聖
謨
、
目
付
鵜
殿
長
鋭
・
一
色
直
温
・
岩
瀬
忠
震
の
全
員
が
海
防
掛
か
ら
任
命
さ
れ
て
い
る
。
（
型
）
笹
原
一
見
「
目
付
海
防
掛
」
は
、
目
付
の
分
掌
と
し
て
の
諸
見
分
や
願
書
・
伺
書
の
評
議
を
あ
げ
、
こ
う
し
た
目
付
の
職
分
と
密
接
な
関
係
と
し
て
目
付
の
海
防
活
動
を
年
次
的
に
と
ら
え
て
い
る
が
、
そ
れ
を
海
防
掛
が
扱
う
だ
け
で
は
な
い
と
し
、
安
政
期
に
至
り
側
付
が
海
防
関
係
の
諸
掛
を
兼
ね
る
よ
う
に
な
っ
た
、
と
み
て
い
る
。
海
防
掛
の
沿
革
か
ら
ゑ
て
、
目
付
と
勘
定
吟
味
役
に
固
有
の
行
・
財
政
面
で
の
監
察
・
立
会
機
能
が
重
視
さ
れ
、
そ
れ
を
中
核
と
し
て
海
防
掛
体
制
が
逐
次
強
化
さ
れ
た
と
み
る
の
は
妥
当
で
あ
る
が
、
海
防
掛
の
構
成
機
能
を
全
体
的
に
把
握
す
る
態
度
が
欠
け
て
い
る
観
が
あ
る
。
な
お
、
丹
治
氏
の
場
合
も
ほ
ぼ
同
じ
く
、
各
役
職
固
有
の
職
能
か
ら
巡
視
団
が
編
成
さ
れ
た
よ
う
に
説
き
、
海
防
掛
と
の
兼
帯
を
捨
象
し
て
い
る
。
（弱）『続徳川実紀』一一一’一一一○三ページ。
外
国
貿
易
取
調
掛
は
、
大
目
付
二
、
勘
定
奉
行
一
一
一
、
目
付
二
、
勘
定
吟
味
役
二
に
対
し
て
、
「
近
来
外
国
之
事
情
も
有
之
、
此
上
質
五九
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八
追
記
ｖ
乙
骨
耐
軒
な
ら
び
に
そ
の
子
太
郎
乙
関
係
文
書
の
研
究
を
志
す
人
に
は
、
乙
骨
家
の
後
畜
で
、
こ
の
文
書
を
所
蔵
し
て
お
ら
れ
る
永
井
菊
枝
氏
が
作
ら
れ
た
冊
子
『
耐
軒
・
太
郎
乙
ｌ
乙
骨
家
の
歴
史
』
か
ら
入
る
の
が
便
で
あ
る
。
そ
の
中
に
乙
骨
家
の
家
系
も
あ
る
が
、
と
く
に
法
政
大
学
大学院博士課程岩壁義光氏がまとめた「乙骨家文書目録一覧」が
収めてあり、同家文書の大要を知る上に役たつ。以上、参考まで
に付記する。
／■、／■、／~、／－，
４０３９３８３７
、_ノ、=ノﾆノ、_ノ
（妬） 法政史学第一一一十三号
易之義御差許可相成儀も可有之候一一付」任命されたが、
こ
の
掛
も
、
外
交
に
熟
練
し
た
勘
定
奉
行
水
野
忠
徳
や
勘
定
吟
味
役
中
村
為
弥
以
外
は
海
防
掛
か
ら
任
じ
ら
れ
た
。
な
お
、
阿
部
は
老
中
首
座
と
海
防
掛
担
当
を
こ
の
と
き
堀
田
に
譲
っ
た
が
、
海
防
掛
体
制
は
な
お
継
続
し
て
い
る
。
村
垣
も
安
政
元
年
正
月
十
四
日
、
賄
頭
か
ら
勘
定
吟
味
役
に
任
じ
ら
れ
る
と
、
同
時
に
海
防
掛
と
松
前
蝦
夷
地
御
用
を
命
じ
ら
れ
て
い
る
合
続
徳
川
実
紀
』
『
安
政
年
録
皀
『
幕
末
外
国
関
係
文
書
』
一
五
、
一
○
九
号
『続徳川実紀』
『
安
政
年
録
』
元
年
正
月
至
四
月
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）
拙
稿
「
福
沢
諭
吉
の
政
治
思
想
形
成
過
程
に
つ
い
て
の
一
考
察
１
文
久
渡
欧
と
の
関
連
と
し
て
」
ｓ
近
世
の
洋
学
と
海
外
交
渉
』
所
収
）
は
安
政
・
万
延
・
文
久
期
の
外
交
官
僚
形
成
史
に
も
ふ
れ
て
いる。
法
政
大
学
史
学
科
開
設
三
十
周
年
記
念
論
文
集
豊
田
武
編
近
世
の
都
市
と
在
郷
商
人厳
南
堂
書
店
刊
Ａ５判・一一三○頁・四八○○円
楽市令の再吟味（豊田武）／中世後期在村土豪層の
商業活動について（段木一行）／初期豪商代官に関
す
る
一
考
察
（
村
上
直
）
／
日
田
商
人
の
知
識
人
的
側
面
（芥川龍男）／近世在町の研究（松本四郎）／信濃
川沿岸における一豪商の存在形態（丹治健蔵）／近
世上総における交通の展開（山本光正）／天保期に
おける八王子町の動向（馬場憲一）／近世宿駅Ⅱ在
町成立期における商人層の役割（渡辺和敏）／天保
期における一城下町の動向（白川部達夫）
法
政
大
学
史
学
科
開
設
三
十
周
年
記
念
論
文
集
岩
生
成
一
編
近
世
の
洋
学
と
海
外
交
渉縦
南
堂
書
店
刊
Ａ５判・四○○頁・五五○○円
近
世
実
学
思
想
史
の
諸
段
階
と
そ
の
特
色
に
つ
い
て
（
杉
本
勲）／西ドイツに現存するシーポルト関係文献につ
いて（沼田次郎）／シーポルトと日本産茶樹（石山
禎一）／志筑忠雄の「度量考」について（大森賞）
／青木昆陽の『和蘭文訳』とその原書について（片
桐一男）／大目付井上筑後守政重の西洋医学への関
心（長谷川一夫）／近世の長崎の警衛について（山
本美子）／神奈川条約問題点研究（中村越）／小笠
原島と江戸幕府の施策（安岡昭男）／福沢諭吉の政
治
思
想
形
成
過
程
に
つ
い
て
の
一
考
察
（
長
尾
政
憲
）
六
○
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